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今年の干支は「丙午」です
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新
年
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

組
合
員
並
び
に
地
域
の
皆
様
方
に
は
、
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
平
素
よ
り
当
Ｊ
Ａ
の
事
業
活
動
に
格
別
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
近
年
の
情
勢
不
安
に
加
え
異
常
気
象
や
自
然
災
害
は
、
昨
年
も
私
た
ち
の
生
活
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
ま
し
た
。
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
に
お
い
て
も
例
外
は
な
く
、
資
材
高
騰
の
高
止
ま
り
に
作
物
の
生

育
不
良
な
ど
、
農
業
経
営
へ
の
不
安
に
拍
車
が
か
か
り
ま
し
た
。
一
方
、
こ
の
よ
う
な
不
安
定
な
情
勢
の
影
響

か
ら
、
国
内
で
も
食
料
安
全
保
障
を
担
う
基
盤
と
し
て
、
日
本
の
農
業
・
農
産
物
に
対
す
る
消
費
者
意
識
が

見
直
さ
れ
る
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
、当
Ｊ
Ａ
で
は
昨
今
の
農
作
物
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
変
動
に
よ
る
価
格
の
不
安
定
化
に
備
え
、

生
産
者
へ
の
価
格
転
嫁
に
向
け
て
昨
年
11
月
に
令
和
７
年
産
米
に
対
す
る
追
加
の
支
払
い
を
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
が
提
唱
す
る「
国
消
国
産
」へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
地
域
農
業
の
理
解
促
進
と
魅

力
を
伝
え
る
発
信
起
点
の
役
割
を
果
た
す
べ
く
管
内
各
市
へ
訪
問
し
、
身
近
な
消
費
者
で
あ
る
地
域
の
皆
様

へ
の
重
要
性
を
伝
え
ま
し
た
。
さ
ら
に「
農
業
ま
つ
り
」を
多
様
な
層
に
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
に
一
新
し
、

各
市
の
協
力
の
も
と
Ｊ
Ａ
・
消
費
者
・
生
産
者
間
の
交
流
と
食
と
農
へ
の
理
解
促
進
、Ｊ
Ａ
や
地
元
農
産
物

の
フ
ァ
ン
づ
く
り
に
努
め
、
多
く
の
方
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
催
し
と
な
り
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
の
経
営
基
盤
の
維
持
・
強
化
に
つ
い
て
は
、昨
年
１
月
に
野
田
北
部
地
区（
二
川
支
店
、関
宿
支
店
）、

２
月
に
は
柏
地
区（
柏
支
店
、
富
勢
支
店
、
柏
こ
か
ぶ
出
張
所
）の
店
舗
再
編
を
実
施
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
相

談
業
務
の
充
実
・
強
化
を
目
的
に
９
月
にRe:Plan

大
地
を
開
店
、
組
合
員
・
利
用
者
皆
様
の
利
便
性
向
上

に
向
け
12
月
に
野
田
市
役
所
内
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
設
置
し
ま
し
た
。

ま
た
、
本
年
４
月
に
野
田
南
部
地
区
に
お
い
て
野
田
み
ず
き
出
張
所
の
開
所
、
６
月
に
東
部
地
区（
風
早
支

店
、
東
部
支
店
）の
再
編
と
東
部
地
区
経
済
セ
ン
タ
ー
の
移
設
が
控
え
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
皆
様
方
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
な
が
ら
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
ま
す
。

本
年
は
、
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
に
あ
る「
食
料
安
全
保
障
の
確
保
」「
環
境
と
調
和
の
と
れ
た
食
料

シ
ス
テ
ム
の
確
立
」を
も
と
に
、
生
産
か
ら
消
費
が
連
携
し
合
理
的
な
価
格
形
成
と
食
品
産
業
の
持
続
的
な

発
展
に
向
け
た
法
律
の
施
行
が
予
定
さ
れ
る
な
ど
、
食
や
農
の
在
り
方
が
新
た
な
段
階
へ
シ
フ
ト
す
る
転
換

期
と
な
り
得
ま
す
。
当
Ｊ
Ａ
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
引
き
続
き
役
職
員
一
丸
と
な
り
、
地
域
農
業
や
Ｊ
Ａ
へ
の

理
解
促
進
に
努
め
る
と
と
も
に
、
生
産
者
が
安
心
し
て
農
業
経
営
を
継
続
で
き
る
基
盤
を
築
き
、
地
域
と
皆

様
の
生
活
を
支
え
る
力
と
な
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
繁
栄
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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JAちば東葛印内出荷組合は10月28日、視察会を行い15名が
参加しました。

今回一行が訪れたのは船橋市内の「船橋市農業センター」。同組合
でも栽培を行う小松菜や枝豆、イチゴを中心に、品種や栽培方法の
比較試験の結果などを見学しました。参加者は生育の違いや品種に
よる特性などの説明を受けながら、今後の栽培に向けそれぞれ検討
をしていました。

同センターはアンデルセン公園の近くに位置し、約2.7haに温
室やハウス、堆肥舎など様々施設を有しています。船橋市の特徴である都市農業の振興を目的に農産物
の新品種や新たな技術の展示、土壌診断、農業支援者の育成などを行っています。

JAちば東葛西船地区青壮年部は12月２・３日の２日間、視察
会を行い29名が参加しました。

今回一行が訪れたのは、スポーツ施設を中心に官民連携で地域創
生・まちづくりに取り組む「北海道ボールパークFビレッジ」へ。
約32haもの広さに、球場や商業施設などが併設された敷地内にあ
る“食と農業”の魅力と可能性を伝える「KUBOTA AGRI FRONT」
を訪れ、農業の生産から販売までに付加価値を付けるフードバ
リューチェーンを学んだり、最先端技術を使った農作物の栽培施設

の見学をしました。
そのほかにも地域活性の観点から北海道ならではの商品“サッポロクラシック”が誕生した「北海道サッ

ポロビール」の工場を見学するなど、地域の資源を最大限に活用した地域振興に触れる視察となりました。

JAちば東葛花植木生産者組合は11月24・25日の２日間、５名が参
加して視察会を行いました。

一行は、徐々に冬の空気に変わりゆく岩手県へ。明治18年に建てられ
県の“保護庭園・景観重要建造物”、庭園は国の“登録記念物”に指定され
ている「南昌荘」や、世界遺産“平泉”を構成する「中尊寺」と「毛越寺」など
を回り、歴史的な背景を感じながらそれぞれの庭園を見学しました。

参加者はそのほか、花巻ゆかりのメジャーリーガー記念モニュメントの
見学や岩手県花巻発祥で400年以上の歴史がある「わんこそば」に挑戦す
るなど、岩手県を味わう旅となりました。

JAちば東葛西船橋葉物共販組合は11月18日、９名が参加して
袖ヶ浦市の㈱サカタのタネ君津育種場を訪れました。

10haにも及ぶ敷地で野菜の育種や新しい品種の開発について
研究をする施設で、施設の概要や同社の小松菜の品種についての説
明を受けた後、品種の比較結果などを確認しました。

参加者は品種の特性や適切な栽培方法・現状の問題点の洗い出
しなど意見交換をしながら、今後の生産活動に繋がる良い視察とな
りました。

トピックス
市の施設を見学─JAちば東葛印内出荷組合

地域振興に触れる視察─JAちば東葛西船地区青壮年部　　　　　

自然との調和が織りなす庭園を見学─JAちば東葛花植木生産者組合

特性を知り適した品種選びに生かす─JAちば東葛西船橋葉物共販組合 　　　　　

モニュメントの前でモニュメントの前で

KUBOTA AGRI FRONTにてKUBOTA AGRI FRONTにて

育種場にて育種場にて

船橋市農業センターで船橋市農業センターで
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当 JA では 12 月２日、紫カントリークラブあやめ
コース（野田市）で「JAちば東葛第12回チャリティー
ゴルフ大会」を開催しました。

12月に入り早朝の寒さも本格的となりましたが日中
は暖かな日差しが差し込む中、今年は158名の方にご
参加いただきました。

この大会は、組合員・利用者同士の交流を図るととも
に、参加費の一部を寄付することで管内各市の農業振興
や環境保全の事業に役立ててもらうことを目的としてお
り、今年は我孫子市の農業振興事業へ寄付を行いました。

なお、大会上位者は以下の通りです。（敬称略）
●優　勝　佐久間英也／●準優勝　島村誠／●第3位　松浦善統

野田鎌田学園高等専修学校は11月29日、同学園が
管理をする野田市谷津のほ場で「大人の食育イベント」
を開催し、七福支店と野田地区経済センターの職員が参
加・協力しました。

このイベントに参加をしたのは、応募した15名の市
民の皆さん。まず、センターの増田職員による講話「野
田市の農業について」を受け、ほ場に移動して収穫体験
を行いました。その後、学園の生徒・JA職員も参加し
て全員でおにぎり作りと試食をしました。おにぎりに
は市のブランド農産物「黒酢米」を使い、事前に生徒た
ちが収穫した野菜を使った味噌汁を振舞うなど、食を通

して市内で作られる農産物の魅力を知ってもらいました。
市内の学校と手を取り農業の魅力や農業や食が大切であることを、身近である地域の消費者に向けて

伝える良い機会となりました。今後も発展的に取り組みを進めます。

当JAでは、組合員・利用者の皆さまの利便性向上に
向け、新たに野田市役所内にATMを設置いたしました。
開始日となる12月１日には鈴木有市長、今村繁副市長
にもご臨席を賜り、テープカットを行い新たなスタート
を祝いました。

引き続き皆さまに寄り添うJAとしてサービス向上に
努めてまいりますので、今後ともご愛顧賜りますようお
願い申しあげます。

【営業時間のご案内】
■野田市役所ATMコーナー
　平日８：00～ 19：00／土・日・祝日９：00～ 17：00
また、新設に伴い
野田市役所ATM新設キャンペーンを実施中！
令和８年３月 31日までの取り扱いとなります。詳しくは最寄りの支店へお問合せ下さい。

ゴルフ大会を開催しました─JA　　　

野田市役所に新たにATMを設置─JA

地域農業と地域の活性化に向けて
─野田鎌田学園高等専修学校、七福支店、野田地区経済センター

最終ホールまで気が抜けません最終ホールまで気が抜けません

写真左より  今村副市長、鈴木市長、湯原組合長、髙橋専務写真左より  今村副市長、鈴木市長、湯原組合長、髙橋専務

晴天の中みんなで作業しました！晴天の中みんなで作業しました！

トピックス



5

船橋市は12月６日、農地を活用した防災訓練を山野地区の平野徹さ
んのハウスで行い、町会員や地元の消防団員など30名が参加しました。

この日は、船橋市を中心に地域の方に防災講座や訓練を行う「船橋
SL（セーフティーリーダー）」による搬送法や身近な物を使った手当
の方法、簡易トイレ講座が行われたほか、西船地区女性部による炊き
出し訓練も行われました。炊き出し訓練では、平野さんのほ場で採れ
た小松菜とかぶを使った味噌汁、非常用炊出袋を使った炊き立てのご

飯をそれぞれ50名分提供しました。今回で２回目ということもあ
り、女性部の皆さんも協力しながら手際よく行うことが出来ました。

船橋市では、都市農業への理解と農地が持つ多様な役割を伝えるた
め、防災訓練を行っています。

参加にあたり金子しのぶ部長は「災害は無いのが一番良いことです
が、農地を持ち農作物を栽培する私たちが地域の皆さんの居場所を作
り、温かい食べ物を提供することで安心させたい。」と挨拶しました。

JAちば東葛ふたば青果物出荷連合会かぶ部会は12月２日、東
部支店会議室でかぶの出荷現品査定会を行いました。

生産者15名、市場関係者4名、JA全農ちば、東葛飾農業事務所
が参加し、情勢や今年６月までの実績を踏まえた出荷計画、出荷規
格などを共有したあと、持ち寄った現品を見比べながら形や大き
さ、肌つやなどを確認し等級の確認を行いました。

本格的な共撰出荷を前に日暮悟部会長は「活発な意見交換を行
い、品質を保ち安定した出荷をお願いしたい」と挨拶しました。

JAちば東葛ふたば青果物出荷連合会ほうれん草部会は12月
12日、東部支店会議室で現品査定会を行いました。

査定会には生産者９名のほか、市場関係者、JA全農ちば、東葛飾農
業事務所が参加。JA全農ちばから情勢についての報告があったあと、
昨年10月から今年３月までの出荷計画や出荷時の留意点、使用資材
などを確認したのち、持ち寄った現品を手に出荷規格を共有しました。

日暮清隆部会長は「今回の査定会で規格を統一し、有利販売に繋
げていきましょう」と挨拶をしました。

柏市果樹組合は12月11日、高柳の大久保梨園で来年度の生産
に向けた冬季整枝剪定講習会を行いました。

東葛飾農業事務所の指導員を講師に、生産者24名が参加。今年
の生育状況や病害虫とその防除についての説明を受けたあと、指導
員が実際にポイントを伝えながら剪定をしました。

日当たりが良くなるように樹形などを整えるこの作業は、これから
の花や着果にも繋がる大切な作業となるため、それぞれが指導員に
質問したり、生産者同士相談したりと活発な意見交換がされました。

飯田康夫組合長は「来年の果実生産に向け、偏りなく枝や花芽を配置出来るように剪定ポイントを学び
ましょう」と挨拶しました。

農地を防災に活用─船橋市、西船地区

松戸市長に説明をする金子部長松戸市長に説明をする金子部長

子ども達からも美味しい！と好評子ども達からも美味しい！と好評

トピックス
安定出荷に向けた確認を─JAちば東葛ふたば青果物出荷連合会かぶ部会

足並みを揃えて─JAちば東葛ふたば青果物出荷連合会ほうれん草部会

来年の生産に向けて─柏市果樹組合　　　　　

指導員の説明を聞く生産者ら指導員の説明を聞く生産者ら

手に取り確認する生産者ら手に取り確認する生産者ら

状態を確認する参加者ら状態を確認する参加者ら
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野田地区女性部、柏地区女性部、西船地区女性
部の役員で構成するJAちば東葛女性部協議会は
11月25日、情報交換と相互交流を目的に視察
会を行い14名が参加しました。

今回は秋色に染まる東京都内を訪れました。ま
ず一行は、日本唯一のネオ・バロック様式の白亜
の宮殿“迎賓館赤坂離宮”へ。外観の美しさもさる
ことながら、それぞれの部屋に配置された家具な
ど細部にまでこだわり尽くされた装飾や丁寧に管
理されている様子を前に、様々な人が携わってき
た歴史に想像を膨らませながら見学をしました。

その後、130 年以上の歴史を持つ“帝国ホテ
ル”でランチを味わいながら、参加者同士地区内の交流はもちろん、会話を楽しみながら地区を越えた交
流をしました。

柏地区女性部は12月16日、柏集出荷場でガーデニ
ング講習会を行い28名が参加しました。

今回も柏市内のエル・パテオの藪崎崇仁さんを講師
に招き、「メイン取り換え式寄せ植え・冬～春」と題し、
丸型のプランターを使った寄せ植えを楽しみました。

これから迎えるクリスマス
やお正月に向けて植物ごとの
耐寒性を学んだあと、実際に
寄せ植えに挑戦。好きな色や
イメージに合わせてシクラメ
ンやプリムラ・メラコイデス
など4種類の植物を選び、向

きや高さを調整しながら完成させました。
完成後は藪崎さんから植物や用途に合わせた肥料の種類・使用方法などポイ

ントの紹介もあり、自宅で飾った後や植え替えの際に生かすため、皆さん真剣
に聞いていました。

野田地区女性部は12月２日、女性短期大学を
開き23名が参加しました。

第５回となる今回は、稲葉和子さんを講師に招
き「サンキャッチャー作り」に挑戦。もともとは日
照時間の少ない冬の北欧で太陽の光を室内に取り
込むために作られたのが始まりとされており、幸
運を呼ぶお守りとしても使われています。

参加した皆さんは透明なクリスタルやガラス玉
などのパーツを使い、部屋のどこに飾るかを想像
しながら吊り下げ型のサンキャッチャーを仕上げ
ました。

光に当たるとキラキラと光る完成品を見て、
「綺麗、可愛い」「部屋が明るくなりそう」とお互いに見せ合いました。

地区の垣根を越えた交流を─JAちば東葛女性部協議会

春先まで楽しめる寄せ植え─JAちば東葛柏地区女性部

キラキラと光るサンキャッチャーづくり─JAちば東葛野田地区女性部　　　

綺麗に仕上がりました綺麗に仕上がりました

神秘的な建物を前に神秘的な建物を前に

見せ合いながら完成見せ合いながら完成

色味で雰囲気もガラリ色味で雰囲気もガラリ

トピックス
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▶パイプハウスの補強
　�パイプハウスは必要に応じ、応急補強用の支柱や筋かい等
を取り付けて補強します。支柱を使用する場合は、写真の
様に棟部主管（主骨材）を支える位置に、できれば３～４m
おきに取り付けると効果的です。ただし、積雪量や雪質に
よってハウスへの負担は様々なので必要に応じて設置間隔
を変更することが大切です。ジャッキやベース付きの支柱
を利用すると、積雪後の高さ調整も可能です。ブロック等
でも代用可能です。また、図の様にハウス両肩をワイヤー
等で引っ張るように固定すれば、屋根雪によるハウスの広
がりを抑えられます。

▶ネット・外部遮光等の撤去
　�降雪が予想される場合は、屋根被覆資材の表面に雪の滑落を妨げるような突出物がないかを
事前に点検します。特に、防風・防鳥ネットや外部遮光等は滑落の妨げになるため、降雪前
に必ず撤去して下さい。

▶外張りフィルムのたるみ・破れ補修
　�外張りフィルムのたるみや破れは、雪の滑落を阻害するので降雪前に補修して下さい。ま
た、ハウスバンドのねじれと緩み、筋交いやパイプジョイントの外れなども確認し、異常が
確認された場合は速やかに補修して下さい。

▶除雪作業をこまめに行う
　�側面の落下した雪が軒高より高くなると、軒先に沈降圧が加わってハウスを破損します。ハ
ウス肩部に雪が堆積するとハウス倒壊の危険性が高まるので除雪作業をできるだけこまめに
行うことが重要です。
　※�除雪作業は転倒などによるけがや雪の滑落に巻き込まれるなど重大な事故につながる恐れ
がありますので、できる限り２名以上で作業を行うようにして下さい。

営農情報
【園芸用施設の大雪対策について】
～保守管理と補強対策～

西船地区経済センター　　　　佐藤　瞬

図：ハウスの補強

降雪前・降り始めの処置・除雪作業

　今月の営農情報では、大雪に対する補強対策・除雪作業についてご紹介をします。
ハウスの耐雪強度を上回る積雪があった場合、雪の重みに耐えられず、屋根が陥没する
などの被害が主に見られます。特に積雪による被害が多いのは１月・２月ですが、気温が
上がって水分を含んだ雪が降る３月頃も注意が必要です。園芸用施設（特にパイプハウス
及び使用年数の長い鉄骨ハウス等）の降雪・積雪の対策として以下の点に留意し、豪雪
時の被害を最小限に出来るようご活用下さい。
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ふなっこ畑 ☆食育ソムリエレシピ☆

白だしが決め手♪

焼き海苔と白菜と
ツナのサラダ

【材料（３人分）】 【作り方】
●焼き海苔…………４枚　●白菜…中1/4
●ツナ缶（オイル漬け）…70g
●ラディッシュ……３個　●塩…少々
●ブラックペッパー……少々
●白だし………大さじ１　●わさび…小さじ３
●マヨネーズ…大さじ４

①白菜は繊維を切るように細切りにして塩を
　振り、しばらく置いてから揉んで水気を絞っ
　ておく
②焼き海苔はあらかじめちぎっておく
③ラディッシュをスライス
④白菜に油を切ったツナ、焼き海苔、ラディッ
　シュ、ブラックペッパー、わさび、だし、マヨ
　ネーズを入れて混ぜれば出来上がり

わさびと白だしを先に混ぜるのがオススメ！

10

農産物直売所ふなっこ畑では、平日限定のお
買い得品を始めました。
●管内産コシヒカリ５㎏
　（産地・価格は店頭にてご確認ください）

●きみつの赤玉子が表示価格の20％引
●店内で焼いた焼いもが表示価格の20％引
●小松菜粉麺が各種248円
• • • と大変お買い得です。（全て税込）

上記の商品をお買い求めの際は平日のご来
店がお得ですので、ぜひ皆様お越しください。

アンテナショップdaichiは、お米を中心に
地域農産物の消費拡大に向け、ジェラート及び
その他加工品の販売を終了し、店頭にてお米と
新鮮野菜の販売を、イートインにてマグロ丼の
提供を開始しました。

新たなスタートとなる12月20日には、雨
にも関わらず開店と同時にご来店される方、以
前より daichi を利用されていた方、初めて
daichiに来店された方など多くの方にお越し
いただきました。

マグロ丼は週替わりで管内産のお米を使用
し、店長こだわりの配分が絶妙な酢飯とマグロ
の旨味が調和する一品。ぜひご賞味ください。

アンテナショップ daichi コーナー
提供商品変更のお知らせ 平日限定のお得情報

農産物直売所「ふなっこ畑」コーナー
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●各野菜の生産性を高めたい
と思います�（柏市 A. Kさん）

●健康のために毎日ウォーキング。7,000歩
頑張ろうと思います。� （野田市 S. Kさん）

●サッカーをやっています。
O-60の女子サッカーを頑張
ります!!� （柏市 A. Sさん）

●身体のために野菜を育てるの
が好きなので、力入れて育てた
いと思います�（柏市 S. Nさん）

●地域の子ども達の交通安全をサ
ポートしたい� （野田市 M. Kさん）

●健康管理。学生時代の体型
に戻りたい�（野田市 T. Oさん）

●大堀川を散歩し、カワセミを
見つけること�（柏市 M. Hさん）

●今年はウォーキングをして15㎏減ら
したいと思います�（野田市 Y. Oさん）

●令和８年は心も身体も元気に一

年を過ごしたい�（野田市 T. Sさん）

●体力の低下を感じるので、運動に力
をいれたいですね�（野田市 Y. Kさん）

●掃除。大掃除の時に苦労しないように普段からやっておきます� （野田市 A. Mさん）

●体調が悪く６年やっていなかったので、ま
たゴルフがしたいです！�（船橋市 S. Mさん） ●仕事を頑張る�（柏市 A. Iさん）

●夏の暑さに負けず元気に農作
業を行う�（我孫子市 I. Oさん）

●寄る年波に勝てずだが、
健康維持に努め家族や友
達同士で楽しい食事をする
こと� （野田市 M. Sさん）

●ネギ・ナス・ピーマン・ジャ
ガイモを上手に作りたい�
� （野田市 H. Nさん）

●健康に留意し、人との関わり
を大切にしたい�（柏市 I. Kさん）

●これまでの自分へのご褒美に毎月の温泉
旅行を楽しみます�（我孫子市 C. Eさん）

●中古の農機具だけど買っ
たので心地良い農作業をし
たい� （野田市 T. Kさん）

●トマト・キュウリ・ナス・ピーマン・オクラの本数を増やして作ること�（野田市 T. Yさん）

●枝豆の早期育成、早期
出荷�（野田市 . H. Yさん）

●昨年健康に優れなかった
ので、体

力を向上したい�（野田市 M
. Kさん）

●毎日、元気に喜んで通る�
� （野田市 H. Kさん）

●書道で競書作品が写真版に掲載
され

るような練習をする� （野田市 U. K
さん）

●懸賞です。欲しいものをたくさんゲッ
トしたいです� （船橋市 E. Fさん）

●腰の手術後のリハビリを行い、早く農作
業に従事したいです�（我孫子市 K. Sさん）

●四季を通じて庭にたくさんの花を
咲かせたい！�（野田市 M. Nさん）

　  １月号のテーマ 『あなたが令和８年に力を入れたいことは？』

２月号のテーマ『あなたが心掛けている省エネ行動は？』です

まちがいさがし 右のイラストには左のイラストと違う部分が５カ所あります。
間違っている部分を左下の枠内の数字で探しましょう。

◎応募方法　�ハガキ又はＥメールにて①答え②住所③氏名④年齢⑤職業⑥電話 
番号⑦２月は省エネルギー月間。２月号のテーマは『あなたが心掛
けている省エネ行動は？』の答え（30字以内にて）をご記入の上ご応
募ください。

◎宛　　先　〒277－0861 柏市高田362 JAちば東葛 総合企画部「パズル係」
　　　　　　または、info@ja-chibatoukatu.or.jp
◎締　　切　１月19日（月）（消印有効）
●当選者の発表につきましては、賞品の発送をもってかえさせていただきます。
●応募については、管内にお住まいの組合員及びそのご家族の方に限らせていただきます。
●�ご応募に際して取得しました個人情報は、「個人情報保護法」に基づいてお取り扱

いいたします。なお、テーマについてお寄せいただいた一言・ご意見等は「──
市　T. Oさん」との表記でご紹介させていただきます。

お便り紹
介

正解者の中から抽選で５名様にクオカード（500円）をプレゼントいたします。

12月号の答え　３、５、８、10、12

出題・イラスト：酒井栄子

間違いがある部分の数字をお答えください

 ３ …プレゼントの箱が違う　　　　	  ５ …ツリーの飾りがステッキになっている
 ８ …帽子が長い　　　　　　　　　	 10…ケーキのプレートがない
12…ろうそくの火が付いている
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このたび、川間支店管内の西山寛さんが「日本で最も重
いカボチャ」の記録保持者として日本記録認定協会の認定
を受けました。
カボチャの重さを競う大会「第 14回千葉県ジャンボか
ぼちゃ（2023 年開催）」で西山さんは 579㎏を記録し、
大会新記録で優勝。日本一大会の最高記録 561㎏を 10㎏
以上も越えており、前人未踏の記録となります。
知人のアドバイスを仰ぎつつも固定観念には捉われず
独自の方法で管理をしており、肥料には腐葉土や牛糞・鶏
糞、硫黄、自身で栽培したステビア（キク科の植物）の酵素を使い、140㎡ほどのほ場に 1本のみを定植。
１日１トン以上の水を与えていたそうです。
早朝から管理をしたり、葉が折れないように200本もの葉に添え木をしたり、腐らないように風通しを

よくしたり…と、たくさんの愛情が注がれスクスクと育ったカボチャは毎年大きく育っているそうです。
『日本一になれば本場アメリカにも行ける。苗1本で大きな夢が掴めるかもしれない。高齢者に夢を！』
と話す西山さんは、育ててみたい、挑戦してみたい人への指導も行っているので、興味がある方はぜひ西
山さんに相談してみてはいかがでしょうか？
-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*
11 月 13 日、ザ・クレストホテル柏で「令和７年度納
税表彰式」が行われ、（一社）柏青色申告会の役員を務め
る宇佐見稔久さん（野田地区）と渡来斉さん（東部地区）
が出席しました。
お２人は日頃の活動とその功績が称えられ、当 JAを
代表して宇佐見さんへ柏税務署長表彰が、渡来さんへ柏
税務署長感謝状が贈られました。この日はお２人のほか
にも、申告や租税教育等に関し幅広く活動した団体や個
人・法人への表彰と、作文や標語の優秀作品に対する表
彰も行われました。

おめでとうございます！

令和８年１月１日
ちば東葛󠄀農業協同組合　　　
代表理事組合長　湯原　靖雄

最近、様々な金融犯罪が発生し、その手法や手口も巧妙かつ高度になってきております。新聞等での報
道を見て心配に感じておられる組合員・利用者の方々も多いのではないかと思います。また、国際的に
金融機関が取り組まなければならない課題として、マネー・ローンダリングおよびテロ資金供与対策の
重要性が益々高まっています。マネロン・金融犯罪対策に取り組むことは、信用事業を営む当組合の責
務でもあります。
当組合では、金融機関としての信頼性を確保するため、そして、お客様の大切な財産を金融犯罪からお
守りするために、マネロン・金融犯罪対策の取組みを重要な経営課題と位置づけて、一層力を入れて取
り組むことといたします。
このたび、金融共済部の２名をマネロン・金融犯罪対策リーダーに任命し、組合全体としての取組み
の定着化・高度化に向けて、職員の先頭に立って取組みを進めております。私を含め常勤理事もマネロン・
金融犯罪対策が組合内で徹底されるよう指揮のうえ、組合員・利用者の方に安心して当組合をご利用い
ただけるよう取り組んでまいります。

大会で獲得したトロフィーと大会で獲得したトロフィーと

受賞した宇佐見さん（左）、渡来さん（右）

組合員さん活躍中！

マネロン・金融犯罪対策への取組強化について
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［お問い合わせ先］
福 田 支 店 tel.04-7138-1211
七 福 支 店 tel.04-7125-1266
川 間 支 店 tel.04-7129-4121
木間ヶ瀬支店 tel.04-7198-1221

二 川 支 店 tel.04-7196-0003
川間駅前支店 tel.04-7129-5561
柏 　 支 　 店 tel.04-7140-1285
西 船 支 店 tel.047-431-1285

行 田 支 店 tel.047-439-3051
土 　 支 　 店 tel.04-7172-0111
風 早 支 店 tel.04-7191-2804
東 部 支 店 tel.04-7191-2141
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　野田市では農業用廃プラスチック類を回収するにあたり、今年度も廃プラ類の放射線量の測定を行う
ことになりましたのでお知らせします。農家の皆様には以下の点に注意していただき、廃プラ類の搬入
を行ってください。
　①　回収日：令和８年１月 18 日（日）
　②　時　間：午前９時〜正午　旧関宿地区・午後１時〜午後４時　旧野田地区
　③　集積所：野田市堆肥センター
　④　�梱包したビニールの 1つ 1つに、農家登録番号と分類を油性マジックで記入してご持参ください。

記入がない場合は回収できません。
分類
　・廃ビニールＡ　：平成 23年 3月に展張されていた使用済みビニール
　・廃ビニールＢ　：廃ビニールA以外の使用済みビニール
　・廃ポリエチレン：使用済みポリエチレン（従来どおり、番号等記載不要）

　⑤　�回収時に廃プラ類の放射能測定を行います。その結果、0.23 マイクロシーベルト/時以上検出され
た場合は回収できませんのでご注意ください。

　⑥　梱包する前に、付着した土や泥をよく水で洗い落してください。

１．譲渡・贈与相談会
■相談日
　〇野田地区　１月８日（木）、22日（木）
　〇柏 地 区　１月15日（木）、20日（火）
　〇西船地区　２月４日（水）、５日（木）
　〇東部地区　�個別に予約対応させていただいて

おります。
■相談時間（各地区共通）
　10：00 ～ 12：00、13：00 ～ 15：00
■相談会場
　〇野田地区
　　１月８日（木）［旧うめさと支店２階会議室］
　　１月22日（木）［川間支店２階会議室］
　〇柏 地 区［柏支店２階小会議室］
　〇西船地区［行田支店相談室］
　〇東部地区［東部支店］

２．確定申告記帳相談会
■相談期日（各地区共通）
　２月16日（月）～３月10日（火）
■相談時間（各地区共通）
　９：00 ～ 12：00、13：00 ～ 16：00
■相談会場
　〇野田地区
　　［旧旭、川間、木間ケ瀬支店２階会議室］
　　※支店により期間が異なります。
　　※ご来店いただく日を個別にご案内いたします。
　〇柏 地 区［柏支店２階小会議室］
　〇西船地区［�多目的ホール２階会議室（行田施設

内）］
　〇東部地区［東部支店２階会議室］

上から見た梱包「廃ビニールＡ」の記入例
（例）

2084251111  Ⓐ

「農家登録番号」とは、2084を頭に付
けた電話番号（71を除く）です。
（例）7125－1111  →  2084251111

１つ１つの梱包に農家登録番号と分類を記入

下記の点に
ご留意ください

野田地区の農業用廃プラスチック類の回収について

確定申告のお知らせ

インフォメーション
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１ 月の相談日

税務相談

開催日 開催場所 顧問名

13日（火）
行 田 支 店 深　代
東 部 支 店 松　丸

15日（木） 柏 支 店 春　日
20日（火） 柏 支 店 春　日

22日（木）
川 間 支 店 深　水
行 田 支 店 板　倉

27日（火） 西 船 支 店 深　代

法律相談
15日（木） 西 船 支 店 草　薙
27日（火） 川 間 支 店 高　山

労務・年金相談 28日（水） 西 船 支 店 軍　司

２月の相談日

税務相談

開催日 開催場所 顧問名

3日（火） 東 部 支 店 松　丸

5日（木）
柏 支 店 春　日
西 船 支 店 板　倉

10日（火）
行 田 支 店 深　代
東 部 支 店 松　丸

12日（木） 相談部 野田出張所 深　水
19日（木） 柏 支 店 春　日
24日（火） 西 船 支 店 深　代

26日（木）
川 間 支 店 深　水
行 田 支 店 板　倉

法律相談

12日（木） 柏 支 店 釼
19日（木） 西 船 支 店 草　薙
24日（火） 川 間 支 店 高　山

労務・年金相談 25日（水） 西 船 支 店 軍　司

東部地区にお住いで法律相談をご希望の方は、本店相談部へお申込みください。

日曜・祭日のほか

休市日　１月14日（水）・21日（水）・28日（水）、２月４日（水）・18日（水）

～臨時休業のお知らせ～
農業機械展示会開催のため、１月24日（土）は野田地区経済センター臨時休業となります

10日　●一斉訪問日
13日　●西船地区枝豆栽培講習会
14日　●理事会、監事会
16日　●西船地区肩甲骨体操クラブ
20日　●西船地区青壮年部協議会相互視察

23日　●柏地区女性部親睦旅行
24日　●�第6回県北西JA広域農機センター農業機械展

示会（野田地区経済センター）
27日　●第58回船橋市農水産祭授賞式

協議事項

報告事項

行 事 予 定・１月

JA顧問弁護士、税理士、社会保険労務士による無料相談会JA顧問弁護士、税理士、社会保険労務士による無料相談会

⑵　�JAちば東葛󠄀野田地区及び柏・我孫子・西船地区
農業まつり開催状況の報告について

⑶　大口信用供与先報告について
⑷　うめさとATMコーナーの閉鎖日について
⑸　アンテナショップ大地の業態変更について
⑹　主要業務実績について

理 事 会 報 告
12月10日の理事会にて、下記の議案が審議されました。12月10日の理事会にて、下記の議案が審議されました。

−12月−

⑴　令和７年度９月期半期開示項目について
⑵　子会社管理規程の一部変更について

⑴　�不祥事再発防止策（兼整備計画）取組状況報告に
ついて

休　市　日
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明けましておめでとうございます。

昨年の干支は「乙巳（きのと・み）」。皆

さまにとって、「次の成長に向けて力をた

める」年となりましたでしょうか。

さて、本年の「丙午（ひのえ・うま）」は

どのような年なのでしょうか。「十干十二

支（じっかんじゅうにし）」の意味を解い

てみたいと思います。

まず、「丙」は十干の３番にあたります。

「丙」という字は明るく輝く・鮮やかといっ

た意味を持つ「炳（あきらか）」が語源とさ

れ、部首に火が使われていることからも、太陽や火が持つエネルギーを象徴し生命力に溢

れる姿を連想させます。このことから、昨年屈していた状態だった芽が「広がる状態」や「草

木が伸びる」などの様子がうかがえますね。

つぎに、十二支の７番目にあたる「午」について。動物では「馬」を表します。十二支はも

ともと時刻や方角、季節を示すために使われおり、「午」は１日のうちで太陽が最も高く昇

る「正午（しょうご）」の時間帯、１年では日差しが強くなる夏至の頃と重なります。

馬は古くから神の乗り物として神聖視され神社へ奉納されていました。形は変わりまし

たが、現代でも馬が描かれた絵馬のように人と神を繋ぐ役割を担っています。また、馬は農

作業や運搬に欠かせない動物であり、農村の暮らしを支えてきたように、力強く活発に動

き実りをもたらす象徴でもあります。

このように、2026年「丙午」は太陽や火のような明るさを象徴する「丙」と、活発に動き

実りをもたらす「午（馬）」が重なる年です。自然のエネルギーが満ちるこの年が、皆さまに

とって新たな挑戦や豊かな実りをもたらす一年となりますよう心よりお祈りいたします。

本年の干支は本年の干支は
丙午丙午（ひのえ・うま）（ひのえ・うま）ですです

JAちば東葛 広報誌１月号 発行／ちば東葛農業協同組合　編集／総合企画部
〒277-0861 千葉県柏市高田362番地　TEL.04-7140-2215  FAX.04-7140-2216


